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精巣全体を占有する巨大類表皮嚢胞の l例
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A CASE OF GIANT EPIDERMOID CYST OCCUPYING THE TESTIS 
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A case of a giant epidermoid cyst of the testis is presented. A 65・year-oldman was incidentally 

pointed out to have left scrotal painless swelling. Physical examination revealed an over hen-egg sized 

enlargement of the left scrotal contents. Ultrasonography revealed a 7.5 X 5.5 X 4.0 cm solid tumor 

with heterogeneous echogenicity. No other abnormal findings were observed including tumor 

markers. Since preoperative examination did not rule out malignancy， we performed left high 
orchiectomy. Pathological diagnosis was a epidermoid cyst of the testis with a small portion of 

atrophic testis. Although the preoperative diagnosis oftesticular epidermoid cyst is possible， it may be 
considerably difficult when a giant epidermoid cyst is occupying the testis. 

(Hinyokika Kiyo 51: 407-409， 2005) 
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緒昌

精巣類表皮嚢胞は全精巣腫蕩の 1%を占める比較的

稀な疾患である.超音波検査や MRIで特徴的な所見

を呈することでも知られ，最近では精巣温存の報告も

増えている.今回われわれは精巣全体を占める類表皮

嚢胞の l例を経験したので文献的考察を加え報告す

る.

症 例

患者:65歳，男性.

主訴:左陰嚢部無痛性腫脹.

既往歴:34歳から高血圧で治療中. 63歳，狭心症に

対して経皮的冠動脈拡張術を 3団施行.64歳，急J性心

筋梗塞.

家族歴:特記すべきことはない.

現病歴:2002年4月頃から左陰嚢腫脹を自覚してい

た.2003年4月21日，急性心筋梗塞を発症し，当院循

環器内科に入院した際，左精巣の精査を勧められ2003

年4月28日，当科を紹介受診した.

入院時現症:身長 168.5cm，体重 7l.6 kg，栄養状

態良好.胸腹部に異常所見なし.左陰嚢内に超鶏卵
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大，弾性硬の無痛性腫癒を認めた.透光性(一).右

陰嚢内容には異常を認めなかった.

検査成績:末梢血，血液生化学検査および尿所見に

異常はなかった.プロトロンピン時間 15.5sec (INR 

l.81)， トロンボテスト 25.0%.LDH， AFP， HCG-

αなどの腫蕩マーカーはすべて正常範囲内であった.

画像所見超音波検査にて 7.5 x 5. 5 x 4. 0 cmと腫

大した左精巣が描出された.内部エコー像は不均一

で，高エコー像が散在性にみとめられた.腫癒内に他

の構造物を認めなかった (Fig.1). CTでは腫大した

左精巣および、陰嚢水腫を認めたが，腹部，骨盤内に異

Fig. 1. Ultrasonography revealed solid testicular 
tumor with heterogenous echogenicity. 
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Fig. 2. Computed tomography revealed a left 

testicular swelling with low苧 adehy- r"" A 
drocele. 
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Fig. 3. Gross appearance of sliced section of 
specimen shows a well-capsulated mass 
occupying the testis. 

常所見を認めなかった (Fig.2). 

治療および臨床経過:超音波検査では，正常精巣実

質を認めず，精巣悪性腫蕩も否定できなかったため，

2003年7月8日，全身麻酔下に手術を行った.左精巣

の一部を試験切開したが，精巣内容は黄白色の粥状物

質で満たされており，迅速診断は行わず，左高位精巣

摘除術を行った.術後経過は良好で， 2004年8月現

在，再発転移は認めていない.

肉眼的所見摘出標本は総重量 175g，腫蕩部分は

7. 5X4. 7X3. 6 cm大，黄白色粥状充実性で左精巣

全体を占めており，肉眼的に正常精巣実質は確認でき

なかった (Fig.3). 

病理組織学的所見 内腔は多量の角化物質でみたさ

れ，皮膚付属器成分，その他の組織成分を認めなかっ

た.嚢胞壁は重層肩平上皮からなり，精巣類表皮嚢胞

と診断された (Fig.4-A).腫蕩辺縁に萎縮した精巣実

質を認めた (Fig.4-B). 

考察

精巣類表皮嚢胞は全精巣腫蕩の約 1%を占める稀な
疾患で1) Price 2)の定義では，①嚢胞壁は精巣実質

内に存在し，②その内腔には角化物質や無構造物質が
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Fig. 4. (A) Microscopic appearance shows a 
cystic mass surrounded by keratinized 
and fibrous tissue (X200). (B) Atrophic 
testis was present adjacent to cystic wall 
(X40). 

層をなして存在し，③嚢胞壁は重層扇平上皮とそれを

取り囲む線維性結合組織よりなり，④奇形腫様組織や

皮膚付属器を有しないもの，とされている.

類表皮嚢胞の発生については奇形腫の 3脹葉成分の

うち，外ijf葉成分のみが発育したものと一般的に考え

られている3)

本邦では関井ら3)の報告以来， 155例の精巣類表度

嚢胞が報告されており 4) 発生年齢は8カ月一82歳

(平均25目 8歳)，嚢胞径は 3cm以下のものが100例

(64.1%)，患倶uに左右差はないとされる.

画像診断の特徴として，超音波検査では，腫蕩は

echogenic rimと呼ばれる周囲と明瞭に区別できる強

いエコーレベルの隔壁を有し，内部エコーは比較的低

エコーで時に onionskinと呼ばれる散在性の内部エ

コーを伴うとされている5) また，腫蕩は無血管であ

るため，超音波カラードプラ法は診断に有用であ

る5) MRIでは，嚢胞壁は Tl，T2強調像ともに低
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Table 1. Nine cases of epidermoid cyst reported in japan. Testis was almost completely occupied 

No. Year Author Age Side Side (cm) Treatment Symptoms Clinical diagnosis Reference 

1969 Hamazaki 53 L 5X4X2.8 castratio日 painless swelling testicular tumor blbou kaltLliFrigaku zashi 13: 10， 1969 

2 1973 Hamada 60 L 
6.4X4.5 

castratlOn painless swelling testicular tumor JpnJ Uro164: 522，1973 X3 

3 1975 Onishi 3 L 
ー

castratlOn painless swelling testicular tumor JpnJ Uro166: 802，1975 

4 1989 Fuse 82 L 8X6X5 castratlOn inless swell・ benignpamless swellmg tum~r 
testicular Nishinihon 1J 9 Uro151. 

1293-1296， 1989 

5 1990 K司Iwara 68 L 9X6.5X4ゆ hiectomyinguinal swelling ~!蜘mded testis，itnJCiMJ叫 4:9昨Ign orcmectomy !ngumal swellmg testicular tumor ' ~b4，vI990 

6 1993 Yoshikawa 75 R 5X8X 10 high orchiectomy painless swelling testicular tumor 
Showa lkaishi 53: 221 
223， 1993 

7 2002 Taguchi 63 R 6X4 high orchiectomy painless swelling testicular tumor 
N凶 inihonJ U rol 64: 
81-83，2002 

8 2003 Yamamoto 64 L 6X4X3 castratlOn painless sweIling testicular tumor ActaU rol J pn 49目 213一215，2003 

9 2004 N umakura 65 L 
7.5X4.7 hi!!h orch ・lessswell・ benign testicular 
X3.6 Igh orchlectomy pamless swellmg t;;;;;g~ 

信号，嚢胞内中央部はTl，T2強調像ともに低一中信

号，嚢胞内辺縁部は T2強調像にて高信号で，造影剤

により enhanceされないとされる5，6)

しかし，本症例のように精巣全体を占める大きな精

巣類表皮嚢胞は術前診断が困難な場合がある.超音波

検査では周囲に正常精巣組織がないため echogenic

nmを呈しにくく，また，正常な精巣とほぼ同様のエ

コー像を呈することもある4，7)

正常精巣組織をほとんど認めない精巣類表皮嚢胞

は，本症例を含め9例3，4，7-10)が報告されている

(Table 1)が，術前に類表皮嚢胞の診断に至った例は

なく，全例に精巣摘除術が施行されている.

精巣類表皮嚢胞の一般的な治療方針として精巣温存

術の有用性が数多く報告されているが11-13) 本症例

のように精巣全体を占める大きな精巣類表皮嚢胞では

正常精巣がほとんど認められず，高齢者に多いことか

ら，核出術の有用性は低いと考えられる.

正常精巣がほとんど認められない原因は， 3歳の男

児の例を除きすべて高齢者であることから，長い擢病

期間による腫蕩の増大による圧排および正常組織の萎

縮よると考えられている4)

以上のように正常精巣組織をほとんど認めない精巣

類表皮嚢胞は術前診断が困難であり注意を要する.正

常精巣との鑑別あるいは他の精巣疾患との鑑別のため

MRIや超音波カラードップラーを併用することが必

要と考えられる5)
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